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ワーキンググループにおける審議状況について（報告事項） 

 

平成２６年６月２４日 

 

 平成２５年５月に可決・成立した「エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改

正する等の法律」について、省エネルギー小委員会の下に設置された各ワーキンググルー

プにおける議論を踏まえ、昨年１２月２７日に断熱材をトップランナー制度に加える改正

の関係政省令等を整備し施行するとともに、本年４月１日に電気の需要平準化対策に係る

改正の関係政省令等を整備し施行した。 

その後、以下のワーキンググループにおいても、それぞれ審議が進められている。 

  

１．小売事業者表示判断基準ワーキンググループ 

小売事業者における機器の表示制度のうち、それぞれの機器の省エネ性能が市場に供給

されている機器の中でどこに位置付けられるかを表示する「多段階評価制度」について、

各機器の最新のエネルギー消費効率の改善状況を確認の上、テレビジョン受信機について

表示の基準を改正することについて審議を行い、本年４月１６日に委員より改正案が了承

された。４月１７日～５月１６日までのパブリックコメントを経て、６月６日に改正告示

が施行された。 

 

２．自動車判断基準ワーキンググループ 

小型貨物自動車について、現行の基準である２０１５年度燃費基準の達成が見込まれ

る状況となったことから、本年５月２９日に第１回ワーキンググループを開催し、新た

な燃費基準の策定のための審議を行った。引き続き検討を行う。 

 

３．建築材料等判断基準ワーキンググループ 

熱損失防止建築材料として、昨年１２月に断熱材を追加。本年６月２３日に、窓（サッ

シ、ガラス）をトップランナー制度の対象に追加するための審議を行った。引き続き検討

を行う。 


